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糖尿病患者の⾷事改善に対する⾃⼰管理⽀援 ICT システム DialBetesPlus の 
有効性の評価 
 
 
糖尿病によって引き起こされる糖尿病性腎臓病(diabetic kidney disease:以下 DKD)は従来

使われてきた糖尿病性腎症の概念に加え、尿中アルブミン濃度が特異的な疾患像を包含す
る新しい概念である 1。2 型糖尿病患者の 42%が合併しているとされ、糖尿病の患者数の増
加に従って今後も増加が予想される 2。患者が⾷事内容と運動習慣を改善することによって、
DKD の予防・改善につながると考えられる。 
 本研究では、DKD を有する患者に対する⾃⼰管理⽀援 ICT システム DialBetesPlus の有
効性を評価するために⾏われた前向きランダム化⾮盲検多施設共同臨床試験を扱う。対象
者は微量アルブミン尿を有する 2 型糖尿病患者で、主要アウトカムは尿中アルブミン濃度
である。 
 本研究では、この臨床試験で得られた患者の⾷事記録を使⽤する。解析に⽤いる⾷事デー
タは介⼊開始時(ベースライン)、介⼊開始 6 ヶ⽉後、介⼊終了時(12 ヶ⽉後)の三時点であ
る。DialBetesPlus が DKD を持つ患者の⾷事をどのように変化させたのかについて明らか
にすることを⽬的として、各栄養素摂取推定量の推移に対する介⼊の影響について混合効
果モデルを当てはめ、介⼊の影響を推定する。 
 抄読会では、⾷事記録表からデータベースを作成した⽅法と統計解析に⽤いたモデルに
ついて説明する。また、分析結果として時点ごとの栄養素推定摂取量の⽐較と混合効果モデ
ルによる推定について発表し、今後の分析の計画について説明する。 
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